
　　　ソーシャル

ジェームス・ジャック

アーティスト、ニューヨーク出身
東京藝術大学博士課程卒業
九州大学SAL研究員を経て
現在、シンガポール・イエールNUS大学講師を務める
ホノルル美術館での展覧会。瀬戸内国際芸術祭をはじめ、
世界各国の展覧会へ参加。
コミュニティを繋げるアートの可能性について研究している

piko（ピコ）とはハワイの言葉で ・へそ・丘または山の頂上、ひいては中心を意味する。
ジェームス・ジャック氏はホノルルで、pikoの渦巻き模様を用い

地域の人々の言葉を聞き出し、紡いでいく課程から、
彼らの中心にある「何か」をあぶり出す試みを行った。

今回のトークでは、
ジェームス氏のこれまでの活動や、各地で行っているの実践を手法を取り上げながら

その活動の意義や目的、私たちの中にある”piko”について考える
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